
小学校 家庭 

 

 

（１）目標 

 
○全体に関わる目標を柱書として示すとともに、家庭科で育成を目指す資質・能力を、(1)「知識

及び技能」、(2)「思考力、判断力、表現力等」、(3)「学びに向かう力、人間性等」の三つの

柱に沿って示した。 

  ◯目標(2)に示されたような「日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方

法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現する」という学習過程を通して、習得し

た「知識及び技能」を活用し、「思考力、判断力、表現力等」を育成することにより、課題

を解決する力を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

日常生活に必要な家族
や家庭、衣食住、消費
や環境等についての基
礎的な理解と技能 
・家庭生活と家族につい

ての理解 
・生活の自立の基礎とし

て必要な衣食住につい
ての理解と技能 

・消費生活や環境に配慮
した生活の仕方につい
ての理解と技能 

日常生活の中から問題を見出して課題を設
定し、課題を解決する力 
・日常生活の中から問題を見いだし、課題を

設定する力 
・生活課題について自分の生活経験と関連付

け、様々な解決方法を構想する力 
・実習や観察・実験、調査、交流活動の結果

等について、考察したことを根拠や理由を
明確にしてわかりやすく表現する力 

・他者の思いや考えを聞いたり、自分の考え
をわかりやすく伝えたりして計画・実践等
について評価・改善する力 

家族の一員として、生活を
よりよくしようと工夫する
実践的な態度 
 
・家庭生活を大切にする心情 
・家族や地域の人々と関わり

協力しようとする態度 
・生活を楽しもうとする態度 
・日本の生活文化を大切にし

ようとする態度 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な
活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。 

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理
解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族
の一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。 

家庭科において育成を目指す資質・能力の整理 

１ 教育課程実施上のポイント 

「小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 家庭編」P.15 より 

 
（２）実施上のポイント 

①改訂のポイント 

 ◯内容構成の改善 

➣小・中・高等学校の内容の系統性を明確にし、各内容の接続が見えるよう、「Ａ家族・家庭

生活」「Ｂ衣食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」の三つの内容に整理した。Ａ、Ｂ、Ｃそれ

ぞれの内容は、「生活の営みに係る見方・考え方」に示した主な視点が共通している。 
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➣三つの内容は、空間軸と時間軸の視点から学校段階別に学習対象を整理した。小学校におけ

る空間軸の視点は、主に自己と家庭、時間軸の視点は、現在及びこれまでの生活である。 

➣資質・能力を育成する学習過程を踏まえ、各項目は、原則として、「知識及び技能」の習得

に係る指導事項アと「思考力・判断力・表現力等」の育成に係る指導事項イで構成した。 

◯履修について 

➣Ａ(1)アは、ガイダンスとして第５学年の最初に履修させるとともに、生活の営みに係る見

方・考え方について触れ、Ａ、Ｂ、Ｃの学習と関連させて扱う。 

➣新設したＡ(4)については、実践的な活動を家庭や地域などで行うことができるよう配慮し、

２学年間で一つ又は二つの課題を設定して履修させる。 

◯社会の変化への対応 

➣家族や地域の人々とよりよく関わる力を育成するため、Ａ(3)において幼児又は低学年の児

童、高齢者など異なる世代の人々との関わりに関する内容を新設した。 

➣自立した消費者を育成するため、Ｃ(1)において中学校との系統性を図り「買物の仕組みや消

費者の役割」に関する内容を新設した。 

◯基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着 

実践的・体験的な活動を一層重視するとともに、調理及び製作において一部の題材を指定した。 

 ➣Ｂ(2)ア(ｴ)：ゆでる材料として青菜やじゃがいもなどを扱う。 

 ➣Ｂ(5)：日常生活で使用する物を入れる袋などの製作を扱う。 

②主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業改善のポイント 
主体的な学び 

題材を通して見通しをもち、日常生活の課題の発見や解決に取り組んだり、基礎的・

基本的な知識及び技能の習得に粘り強く取り組んだり、実践を振り返って新たな課

題を見付け、主体的に取り組んだりする態度を育む学び 

対話的な学び 
児童同士で協働したり、意見を共有して互いの考えを深めたり、家族や身近な人々な

どとの会話を通して考えを明確にしたりするなど、自らの考えを広げ深める学び 

深い学び 

児童が日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に向けて様々な

解決方法を考え、計画を立てて実践し、その結果を評価・改善し、更に家庭や地域で

実践するなどの一連の学習過程の中で、「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせ

ながら、課題の解決に向けて自分なりに考え、表現するなどして資質・能力を身に付

ける学び 

③見方・考え方について 

 

 

 

  ○小学校においては「生活の営みに係る見方・考え方」

のうち、「協力・協働」については「家族や地域の

人々との協力」、「生活文化の継承・創造」については

「生活文化の大切さに気付くこと」を視点として扱

うことが考えられる。 

○示された視点は、全ての内容に共通する視点であり、相互に関わるものである。 

○児童の発達の段階を踏まえるとともに、取り上げる内容や題材構成等によりいずれの視点を重 

視するのかを適切に定めることが大切である。 

（３）評価について 
①評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
日常生活に必要な家族や家
庭、衣食住、消費や環境など
について理解しているととも
に、それらに係る技能を身に
付けている。 

日常生活の中から問題を見いだし
て課題を設定し、様々な解決方法
を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。 

家族の一員として、生活をより
よくしようと、課題の解決に主
体的に取り組んだり、振り返っ
て改善したりして、生活を工夫
し、実践しようとしている。 

  

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活
事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化
の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点で捉
え、よりよい生活を営むために工夫すること 

※主として捉える視点については、大きい
丸で示している。 

 学習指導要領に示された目標を踏まえて、「評価の観点及びその趣旨」が作成されています。 
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②評価規準の作成について  

手順１ 「内容のまとまり」を確認する 

  
手順２ 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する 

 【例】「Ｂ 衣食住の生活」（２）調理の基礎 

＜内容のまとまり＞ 

 

＜内容のまとまりごとの評価規準（例）＞ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

調理に必要な材料の分量や手順
が分かり、調理計画について理
解している。  
 

おいしく食べるために調理計画
や調理の仕方について問題を見
いだして課題を設定し、様々な
解決方法を考え、実践を評価・
改善し、考えたことを表現する
などして課題を解決する力を身
に付けている。 

家族の一員として、生活をよりよくし
ようと、調理の基礎について、課題の
解決に向けて主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、生活を工
夫し、実践しようとしている。 
※必要に応じて分野別の評価の観点の趣旨のう
ち「主体的に学習に取り組む態度」に関わる
部分を用いて作成する。 

   
手順３ 「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』を具体化した例」を作成する 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

調理に必要な材料の分量
や手順が分かり、調理計
画について理解してい
る。  
 

・おいしく食べるために調理計画や調理
の仕方について問題を見いだして課題
を設定している。 

・おいしく食べるために調理計画や調理
の仕方について考え、工夫している。 

・おいしく食べるために調理計画や調理
の仕方について、実践を評価したり、
改善したりしている。 

・おいしく食べるために調理計画や調理
の仕方についての課題解決に向けた一
連の活動について、考えたことを分か
りやすく表現している。 

・家族の一員として、生活をよりよく
しようと、調理の基礎について、課
題の解決に向けて主体的に取り組も
うとしている。 

・家族の一員として、生活をよりよく
しようと、調理の基礎について、課
題解決に向けた一連の活動を振り返
って改善しようとしている。 

・家族の一員として、生活をよりよく
しようと、調理の基礎について工夫
し、実践しようとしている。 

 

 

(例) 

Ｂ 衣食住の生活 

（１）食事の役割 （４）衣服の着用と手入れ 

（２）調理の基礎 （５）生活を豊かにするための布を用いた製作 

（３）栄養を考えた食事 （６）快適な住まい方 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ｂ(2)ア(ｱ) 

調理に必要な材料の分量や手順

が分かり、調理計画について理解

すること。 

Ｂ(2)イ 

おいしく食べるために調理計画

を考え、調理の仕方を工夫するこ

と。 

※内容には、学びに向かう力、人間性等

について示されていないことから、

教科の目標(3)を参考にする。 

「内容のまとまり」とは学習指導要領に示す「第２ 
各学年の内容」の「１ 内容」の項目等をそのまと
まりごとに細分化したり整理したりしたものです。 

※「Ａ家族・家庭生活」の（１）「自分の成長と家族・家庭生活」及び（４）「家族・家庭生活についての課題
と実践」は、指導事項アのみで構成されている。（１）の評価の観点については、「知識・技能」及び「主体的
に学習に取り組む態度」、（４）の評価の観点については、家庭や地域などで実践を行い、課題を解決する力を
養うことから、「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」であることに留意しましょう。 

【観点のポイント】 
指導事項イについて、その文
末を教科の評価の観点の趣旨
及びその趣旨に基づき、「～
について問題を見いだして課
題を設定し、様々な解決方法
を考え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現するな
どして課題を解決する力を身
に付けている」として、評価
規準を作成する。 

【観点のポイント】 
①粘り強さ（知識及び技能を獲得し
たり、思考力・判断力・表現力等を
身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組を行おうとする側面）、②
自らの学習の調整（その中で自らの
学習を調整しようとする側面）に加
え、③実践しようとする態度を含め
ることを基本とし、その文末を「～
について、課題の解決に向けて主体
的に取り組んだり(①)、振り返って
改善したり(②)して、生活を工夫
し、実践しようとしている(③)」と
して、評価規準を作成する。 

【観点のポイント】 
※指導事項アについて、その文
末を「～を（について）理解
している」「～を（につい
て）理解しているとととも
に、適切にできる」として評
価規準を作成する。 

※「Ａ家族・家庭生活」の
（１）については、その文末
を「～に気付いている」とし
て、評価規準を作成する。 
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（１）題材名 わが家の仕事大作戦 part３(第５学年) 

   ～家族で協力、わが家のお正月を気持ちよくむかえよう～ 

   

（２）題材の目標 

  ①お正月を気持ちよく迎えるための家庭の仕事について日常生活から問題を見いだして課題を

設定し、様々な解決方法を考え、計画を立てて実践した結果を評価・改善し、考えたことを表

現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

②家族の一員として、生活をよりよくしようと、お正月を気持ちよく迎えるための家庭の仕事に

ついて、課題の解決に向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫

し、家庭で実践しようとする。 

 

（３）題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 お正月を気持ちよく迎えるための家庭の

仕事について日常生活の中から問題を見

いだして課題を設定し、様々な解決方法を

考え、計画を立てて実践した結果を評価・

改善し、考えたことを表現するなどして課

題を解決する力を身に付けている。 

家族の一員として、生活をよりよくし

ようと、お正月を気持ちよく迎えるた

めの家庭の仕事について、課題の解決

に向けて主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、生活を工夫

し、家庭で実践しようとしている。 

（４）つながりのある題材における指導と評価の計画(２時間＋３時間＋４時間) 

   〔１〕わが家の仕事大作戦 part１ ～家庭の仕事を見つめてみよう～              ２時間 

   〔２〕わが家の仕事大作戦 part２ ～わが家の仕事を工夫しよう～        ３時間 

   〔３〕わが家の仕事大作戦 part３ ～家族で協力、わが家のお正月を気持ちよくむかえよう～ 
本時（１・２／４）４時間 

題
材 

時
間 

ねらい・学習活動 

○評価規準 ◇評価方法 

知識・技能 思考･判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 
 

わ 

が 

家 

の 

仕 

事 

大 

作 

戦 

ｐ 

ａ 

ｒ 

ｔ
１ 

１
・
２ 

○家庭には、家庭生活を支える仕

事があり、互いに分担して協力

していく必要があることを理解

することができる。  

 ・家庭の仕事を観察したことを発

表し合い、家庭を支える仕事へ

の協力について話し合う。  

    

○生活時間の有効な使い方を理解

することができる。  

・自分と家族の生活時間の使い方

を友達と比較し、家族に協力で

きるよう生活時間の有効な使い

方について話し合う。 

○家庭を支え

る仕事があ

り、互いに

協力して分

担する必要

があること

を理解して

いる。  

◇学習カード 

○生活時間の

有効な使い

方について

理解してい

る。 

◇学習カード 

  

  

 

 

  

○家庭の仕事に
ついて、課題の
解決に向けて
主体的に取り
組もうとして
いる。 

◇ポートフォリ
オ 

◇行動観察  

  

「ゆでる調理で健康になろう」「手縫いで生活を楽しくしよう」「整理・整とんで生活を快適にしよう」 

２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導展開例 

「わが家の仕事
大作戦 part１、
part２」はとも
に家庭の仕事と
してつながりが
あるため、この
二つの題材の
「主体的に学習
に取り組む態
度」については、
関連付けて総合
的に評価するこ
とが考えられま
す。 

この題材は、「Ａ家族・家庭生活」
の(2)「家庭生活と仕事」における
「わが家の仕事大作戦 part１、
part２」の学習を基礎としたＡの
(4)「家族・家庭生活についての課
題と実践」の題材です。 

本事例では、Ａの(4)「家族・家庭生活についての課題と
実践」における「思考・判断・表現」及び「主体的に学習
に取り組む態度」の評価について具体的に示しています。 
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わ 

が 

家 

の 

仕 

事 

大 

作 

戦 

ｐ 

ａ 

ｒ 

ｔ 

２ 

 

１
・
２ ○わが家の家庭の仕事について問

題を見いだし、課題を設定する

ことができる。  

・家庭の仕事を振り返り、問題を

見付ける。 

・できるようになったことを生か

し、自分が分担する仕事の課題

を設定する。  

 

 

 

 

 

○分担する家庭の仕事の計画を工

夫することができる。   

・各自が分担する家庭の仕事の計

画を立てる。 

・グループでアドバイスし合い、

計画を改善する。 

 ○家庭の仕事につ

いて問題を見い

だして課題を設

定している。 

◇仕事計画・実践

記録表 

○家庭の仕事につ

いて実践に向け

た計画を考え、工

夫している。  

◇仕事計画・実践

記録表  

○家庭の仕事につ

いての課題解決

に向けた一連の

活動について、 

考えたことを分

かりやすく表現

している。  

◇行動観察 

 

 

 

 

 

 

○家庭の仕事に

ついて、課題解

決に向けた一

連の活動を振

り返って改善

しようとして

いる。 

◇ポートフォリ

オ 

◇行動観察 

家 庭 実 践 ( 夏 季 休 業 中 ) 

３ ○夏季休業中の家庭の仕事の実践

を振り返り、評価・改善するこ

とができる。 

・グループで実践発表会を行う。 

・自分の実践でさらに改善したい

ことを計画表に記入する。 

 ○家庭の仕事に

ついて、実践を

評価したり、改

善したりして

いる。 

◇仕事計画・実践 

記録表  

○家庭の仕事に

ついて工夫し、

実践しようと

している。 

◇ポートフォリ

オ 

「ミシンを使って生活を楽しくしよう」 

「伝統の味 おいしいごはんとみそ汁を作ろう」  

「すっきり さわやか 環境にやさしい清掃をしよう」 

わ 
が 
家 

の 

仕 

事 

大 

作 

戦 

ｐ 

ａ 

ｒ 

ｔ
３ 

 
１１  ○お正月を気持ちよく迎えるため

の家庭の仕事の中から問題を見

いだして課題を設定し、解決す

るための計画を工夫することが

できる。 

・お正月に向けての家庭の仕事に

ついて、インタビューなどから

問題を見いだし、課題を設定す

る。 

 

 

 

 

 ○お正月を気持

ちよく迎える

ための家庭の

仕事の中から

問題を見いだ

して課題を設

定している。 

◇計画･実践レポ

ート  

 

 

 

 

○お正月を気持

ちよく迎える

ための家庭の

仕事に関する

課題の解決に

向けて主体的

に取り組もう

としている。 

◇ポートフォリ

オ 

◇行動観察 

２２  
本本
時時  ・各自が課題の解決に向けて計画

を立てる。 

・課題ごとのグループで発表し合

い、自分の計画を見直す。 

  

○お正月を気持ち 

よく迎えるため

の家庭の仕事に

関する課題の解

決に向けて、よ

りよい生活を考

え、計画を工夫

している。 

◇計画･実践レポ

ート 

○お正月を気持

ちよく迎える

ための家庭の

仕事に関する

課題解決に向 

けた一連の活

動を振り返っ

て改善しよう

としている。 

◇ポートフォリ

オ 

◇行動観察  

家 庭 実 践 ( 冬 季 休 業 中 )  

＜課題の例＞  

・環境にやさしい大そうじをしよう 

・だしを使っておせち料理をつくろう 

など 

＜課題の例＞  

・ゆでる調理で朝ごはんをつくろう  

・整理・整とんで台所をきれいにしよう など

※「十分満足できる」状
況の例 

環境への配慮に加え、
簡単にきれいにする方
法として手作りの用具
を考え、見直した計画
を記述していること。 

計画・実践レポートの記述内容か
ら評価することが考えられます。 
※「十分満足できる」状況の例 
環境への配慮に加え、簡単にきれ
いにする工夫を課題として記述
していること。 
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３
・
４  ○家庭の仕事の実践についてまと

めたり、実践発表会で分かりや

すく発表したりすることができ

る。 

・実践したことを計画･実践レポー

トにまとめる。（課題、実践内容

と工夫、自己評価、家族の感想） 

・実践発表会を開き、レポートを

もとにグループで交流する。  

 

 

 

 

○お正月を気持ちよく迎えるため

の家庭の仕事について、実践し

た結果を評価・改善し、新たな

課題を見付け、次の実践に取り

組もうとする。  

・実践を評価し、改善する。 

・よりよい生活にするための新た

な課題を見付け家庭の仕事への

今後の思いや考えをまとめる。 

  ○お正月を気持ち

よく迎えるため

の家庭の仕事に

関する課題解決

に向けた一連の

活動について、

考えたことを分

かりやすく説明

したり、発表し

たりしている。 

◇計画･実践レポー 

 ト 

◇行動観察 

○お正月を気持ち

よく迎えるため

の家庭の仕事に

関する課題の解

決に向けて家庭

で実践した結果 

を評価したり、

改善したりして

いる。  

◇計画･実践レポー 

 ト 

◇相互評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○更によりよい生

活にするため

に、家庭の仕事

に関する新たな

課題を見付け、

家庭での次の実

践に取り組もう

としている。 

◇ポートフォリ

オ 

 

（５）授業展開例 
○題材名  わが家の仕事大作戦 part３ ～家族で協力、わが家のお正月を気持ちよくむかえよう～  

○本時のねらい  

お正月を気持ちよく迎えるための家庭の仕事の中から問題を見いだして課題を設定し、解決す

るための計画を工夫することができる。 
学習活動 指導上の留意点 評価場面【評価方法】 

１ 本時の学習課題を確認

し、学習の見通しをもつ。 
  

  

２ お正月を気持ちよく迎

えるために家庭の仕事に

ついての問題を見いだ

し、課題を設定する。 

・家庭の仕事のイメージマップから、問題点を見

いだせるようにする。 

 

【計画･実践レポ-ト】  

思考・判断・表現 

３ 各自が課題の解決に向

けてお正月の仕事の計画

を立てる。 

・学習カードを振り返ったり、調べコーナーを活

用したりすることなどを促し、お正月の仕事の

計画を工夫できるよう支援する。 

 

４ 同様の課題ごとのグル

ープで発表し合い、自分

の計画を見直す。 

・友達の仕事のやり方なども参考にして各自の家

庭に応じた計画を工夫できるように助言する。 

 

５ 計画の改善点について

発表し合う｡ 

・実践に向けて、家族との協力の視点からも考え

ることができるようにする。 

【計画･実践レポ-ト】 

思考・判断・表現 

６ 計画の作成について振

り返ったことやよりよい

生活にするために、生か

していくことを、ポート

フォリオ（学習の足あと）

に記入し、発表する。  

・どのように記入してよいか分からない児童に

は、レポートから学習を一緒に振り返り助言す

る。  

・個々の児童の工夫を認め、冬休みの家庭実践へ

の意欲につなげるようにする。 

 

 

【ポートフォリオ】 

【行動観察】  

主体的に学習に取り組

む態度 

 

お正月を気持ちよくむかえるためのわが家の仕事大作戦の計画を立てよう 
自分の課題を設定

する場面 

【10の視点】 
⑩家庭学習と連動し
た学びの定着 

課題解決に向け計画

を考え、工夫する場面 

学校で学んだことが家庭で

の実践につながる支援が大

切です。 

本時の学習を振り返

る場面 

計画・実践レ
ポートの記
述内容から
評価するこ
とが考えら
れます。 
※「おおむね
満足でき
る」状況の
例 

家庭実践で
うまくいか
なかったこ
とについて
の改善策を
記入してい
ること。 

【10の視点】 
①魅力的な課題・ 
教材の提示 

日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、

様々な解決方法を考え、計画を立てて実践しようとい

う「主体的な学び」への意欲を高めます。 

ポートフォリオ
の記述内容から
評価することが
考えられます。 
※「十分満足でき
る」状況の例 

実践しようとす
ることを具体的
に記述している
こと。 
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中学校 技術・家庭（技術分野） 

 

 

（１）技術・家庭科の目標 

 

【技術分野の目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 

【目標(1)】 

〇技術の仕組みと関係する科学的な原理・法則の基礎的な理解 

〇技術を安全・適切に活用する技能 

〇生活や社会、環境との関わりを踏まえた技術の概念の理解 

思考力、判断

力、表現力等 

【目標(2)】 

〇生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだし、課題を設定して

解決策を構想する力 

〇製作図や回路図、計画表等に表現して試行錯誤しながら具体化し、

実践を評価・改善する力 

学びに向かう

力、人間性等 

【目標(3)】 

〇安心、安全で便利な生活の実現や持続可能な社会の構築のために、

主体的に技術に関わる態度 

〇技術を工夫し創造しようとする実践的な態度 

 

 

 

 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に関
する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築
に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に
付けるようにする。 

(2) 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を
評価・改善し、表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しよ
うとする実践的な態度を養う。 

１ 教育課程実施上のポイント 

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な
活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生活や社会で利用されている材料、加工、生物育成、エネルギー変換及び情報
の技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付け、
技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深める。 

(2) 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策を構
想し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善するなど、
課題を解決する力を養う。 

(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を
工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

 ３つの柱に沿って整理したことから、従前の教科目標に示されていた

「基礎的・基本的な知識及び技術」の「技術」については、「技能」とな

っています。 

 技術分野の目標は、「技術の見方・考え方を働かせ」、ものづくりなど

の技術に関する実践的・体験的な活動を通して、「技術によってよりよ

い生活や持続可能な社会を構築する資質・能力」を(1)～(3)の３つの柱

によって育成すると示されている。 
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（２）実施上のポイント 
①改訂のポイント   ○内容構成     各内容を示す順序は、各学校における指導学年などを規定するものではないが、

小学校における学習との接続を重視する視点から、生物育成の技術に関する内容

とエネルギー変換の技術に関する内容の順序を入れ替えた。 
４つの内容 Ａ材料と加工の技術、Ｂ生物育成の技術、Ｃエネルギー変換の技術、

Ｄ情報の技術 
３つの要素 生活や社会を支える技術、技術による問題の解決、社会の発展と技

術   ○履修方法     技術に関する教育を体系的に行うために、第１学年の最初に扱う内容の「生活
や社会を支える技術」の項目は、小学校での学習を踏まえた中学校での学習のガ

イダンス的な内容としても指導する。   ○社会の変化への対応 
急速な発達を遂げている情報の技術に関しては、小学校におけるプログラミング

教育の成果を生かし発展させるという視点から、従前からの計測・制御に加えて、

ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングについても

取り上げる。加えて、情報セキュリティ等についても充実する。   
②主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業改善のポイント 
主体的な学び 現在及び将来を見据えて、生活や社会の中から問題を見いだし課

題を設定し、見通しをもって解決に取り組むとともに、学習の過程

を振り返って実践を評価・改善して、新たな課題に主体的に取り組

む態度を育む学び。 
対話的な学び 他者と対話したり協働したりする中で、自らの考えを明確にした

り、広げ深める学び。直接、他者との協働を伴わなくとも、既製品

の分解等の活動を通してその技術の開発者が設計に込めた意図を

読み取るといったことなども、対話的な学び。 
深い学び 生徒が、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、そ

の解決に向けた解決策の検討、計画、実践、評価・改善といった一

連の学習活動の中で、生活の営みに係る見方・考え方や技術の見

方・考え方を働かせながら課題の解決に向けて自分の考えを構想し

たり、表現したりして、資質・能力を獲得する学び。  
③見方・考え方について 
生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安  

全性、環境負荷や経済性等に着目して技術を最適化すること。 
材料と加

工の技術 〇材料と加工の技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、生産から使用・廃棄までの安全性、耐久性、機能性、生産効率、環境への負

荷、資源の有限性、経済性などに着目する。 
〇材料の組織、成分、特性や、組み合わせる材料の構造、加工の特性に

も配慮し、材料の製造方法や、必要な形状・寸法への成形方法等を最

適化する。 
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生物育成

の技術 〇生物育成の技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、作物等を

育成・消費する際の安全性、生産の仕組み、品質・収量等の効率、環

境への負荷、経済性、生命倫理などに着目する。 
〇育成する生物の成長、働き、生態の特性にも配慮し、育成環境の調整

方法等を最適化する。 
エネルギ

ー変換の

技術 〇エネルギー変換の技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、生

産から使用・廃棄までの安全性、出力、変換の効率、環境への負荷や

省エネルギー、経済性などに着目する。 
〇電気、運動、物質の流れ、熱の特性にも配慮し、エネルギーを変換、

伝達する方法等を最適化する。 
情報の技

術 〇情報の技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、使用時の安全

性、システム、経済性、情報の倫理やセキュリティ等に着目する。 
〇情報の表現、記録、計算、通信などの特性にも配慮し、情報のデジタ

ル化や処理の自動化、システム化による処理の方法等を最適化する。  
④移行措置について 
〇平成３０年度から全部または一部の先行実施が可能。  → 教科の時間数を考え、平成３１年度入学生からは、令和３年度の全面実施に向

けて計画的な履修を進めていくことが必要となる。       
（３）評価について 
①評価の観点及びその趣旨   【技術・家庭科】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
生活と技術について理解してい

るとともに、それらに係る技能を

身に付けている。 生活や社会の中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、表現

するなどして課題を解決する力

を身に付いている。 よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、生活を工

夫し創造し、実践しようとしてい

る。    
【技術分野】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
生活や社会で利用されている技

術について理解しているととも

に、それらに係る技能を身に付

け、技術と生活や社会、環境との

関わりについて理解している。 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、表現するなどして課

題を解決する力を身に付けてい

る。 よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、技術を工

夫し創造しようとしている。    
 令和３年度に完全実施となるので、令和３年度の３年生は新学習指導要
領での学習となります。  授業時数や内容等を考えると、平成３１年度入学の１年生から新学習指
導要領で実施することが望ましいです。 

 学習指導要領に示された技術・家庭科及び技術分野の目標を踏まえて、観点別学習状況の
評価の対象とするものを整理し、「評価の観点及びその趣旨」が作成されています。 
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 ②評価基準の作成について （例）内容Ａ「材料と加工の技術」 
 手順１ 観点ごとの目標を「内容のまとまり」ごとに分解 
 

 

 

 

 

 手順２ 【観点のポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成 
  ＜観点のポイント＞ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
○基礎的な技術について、その仕

組みの理解やそれらに係る技

能の習得状況を評価する。 

○技術に関する科学的な原理・法

則とともに、技術と生活や社

会、環境との関わり及び、生活

等の場面でも活用できる技術

の概念の理解も評価する。 

※指導事項アについて、その文末

を分野の観点の趣旨に基づき、

「～について理解している」

「～ができる技能を身に付け

ている」として作成。 

○技術を用いて生活や社会にお

ける問題を解決するための思

考力、判断力、表現力等を身に

付けているかを評価する。 

○一連の学習過程における位置

づけを踏まえた思考力等を評

価する。 

 

※指導事項イについて、その文末

を分野の観点の趣旨及び学習

過程における各項目の位置づ

けに基づき、「～について考え

ている」として作成。 

○粘り強さ、自らの学習の調整に

加え、これらの学びの経験をと

おして涵養された、技術を工夫

し創造しようとする態度につ

いて評価する。 

○一連の学習過程で育成される

資質・能力の関連に配慮し整理

することが大切である。 

※指導事項ア、イに示された資

質・能力を育成する学習活動を

踏まえて、文末を「～しようと

している」として作成。 

  

  ＜内容のまとまりごとの評価規準＞ 

（例）内容：Ａ材料と加工の技術（２）材料と加工の技術による問題の解決 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 製作に必要な図をかき、安全・

適切な製作や検査・点検等ができ

る技能を身に付けている。 

 問題を見いだして課題を設定

し、材料の選択や成形の方法等を

構想して設計を具体化するとと

もに、製作の課程や評価、改善及

び修正について考えている。 

 よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて、課題の

解決に主体的に取り組んだり、振

り返って改善したりしようとし

ている。 

※技術分野は、学習指導要領の各項目に示される指導内容を指導単位にまとめて組織して題材を 

構成し、分野目標の実現を目指します。 

  ※各項目に配当する授業時数と履修学年については、生徒や学校、地域の実態等に応じて、各学

校において定めます。 

  → 実際に評価するためには、以下の①から④を検討します。 

    ①授業時数と履修学年を踏まえて、題材を検討  ②題材の目標を設定 

    ③題材の評価基準を設定 ④題材の評価規準の学習活動に即した具体化の検討 

 

 

  ＜知識・技能の評価規準の具体化、整理・統合＞ 

    （例）内容：Ａ材料と加工の技術（２）材料と加工の技術による問題解決 

内容のまとまりごとの評価規準（例）を具体化した例 学習過程に応じて具体化、整理・統合した例 

・適切な図法を用いて、製作に必要な図をかくことが

できる技能を身に付けている。 

・工具や機器を使用して、安全・適切に材料取り、部

品加工、組み立て・接合、仕上げや、検査等ができ

る技能を身に付けている。 

・制作に必要な図や役割やかき方を知り、かき

表すことができる。 

・安全・適切に材料取り、部品加工、組立て・

接合、仕上げと検査・点検、必要に応じた改

善・修正ができる。  
Ａ 
材料と

加工の

技術 (1)生活や社会を支える材料と加工の技術 

(2)材料と加工の技術による問題の解決 

(3)社会の発展と材料と加工の技術 

          

          

「内容のまとまり」とは・・・ 
各教科において、学習指導要領に

示す内容の項目等をそのまとま

りごとに細分化したり整理した
りしたもの 

 無理なく適切な評価が行えるよう評価を行う場面（いつ、どの観点で評価するのか）を検討し、
目標を達成した生徒の姿をより具体的なものとするために、評価方法についても検討します。 
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（１）題材名 エネルギー変換の技術によって、安心・安全な生活を実現しよう（第２学年） 

 

（２）題材の目標    エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ、災害時に役立つ製品を開発する実践的・体験
的な活動を通して、生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての基礎的な理解

を図り、それらに係る技能を身に付け、エネルギー変換の技術と生活や社会、環境との関わりに

ついて理解を深めるとともに、生活や社会の中からエネルギー変換の技術と安心・安全に関わる

問題を見いだして課題を設定し解決する力、安全な社会の構築に向けて適切かつ誠実にエネルギ

ー変換の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。  
（３）題材の評価規準 

観

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

規

準 

○生活や社会で利用されてい

るエネルギー変換の技術に

ついての科学的な原理・法

則や基礎的な技術の仕組

み、保守点検の必要性及び、

エネルギー変換の技術と生

活や社会、環境との関わり

について理解している。 
○安全・適切な製作、実装、

点検及び調整等ができる技

能を身に付けている。 ○災害時に想定される問題

を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、表現する

などして課題を解決する

力を身に付けている。 
○安全な社会の構築を目指

してエネルギー変換の技

術を評価し、適切に選択、

管理・運用、改良、応用す

る力を身に付けている。 ○安全な社会の構築に向け

て、課題の解決に主体的に

取り組んだり、振り返って

改善したりして、エネルギ

ー変換の技術を工夫し創造

しようとしている。 
（４）題材の指導計画（全２０時間） 

時

間 
学習活動 

○評価規準の例  ◇評価方法の例 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

2 

3 

4 

5 

 

・生活や社会を支える

エネルギー変換の

技術の例や、問題解

決の工夫について

調べる。 ○エネルギー変換につ

いての科学的な原

理・法則と、エネル

ギー変換の基礎的な

技術の仕組みを説明

できる。 
◇調べ学習レポート 
◇ペーパーテスト      ○エネルギー変換の技

術に込められた工夫

を読み取り、エネル

ギー変換の技術の見

方・考え方に気付く

ことができる。 
◇調べ学習レポート ○進んでエネルギ

ー変換の技術と

関わり、主体的に

理解し、技能を身

に付けようとし

ている。 
◇振り返りカード 

6 ・災害時にエネルギー

変換の技術を用い

て解決する問題を

見付け課題を設定

する。  ○生活や社会の中から

エネルギー変換の技

術と安心・安全に関

わる問題を見いだし

て、災害時に必要な

課題を設定できる。 
◇問題発見・課題設定

シート ＜調べ学習の例＞ 

・手回し式 LED電灯の

観察や分解等の活

動を通じて、小型化

や発電効率など目的

や条件に応じて工夫

されていることについ

て調べる。 

＜問題のテーマ例＞ 

・非常時に役立つ製品を開発しよう。 

＜生徒の課題設定例＞ 

・夜間停電したら室内の移動に困った。 

・就寝中に地震が起こると気付かない。 

２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導展開例 
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7 

8 ・設定した課題に基づき解決策を構想し、

回路図や製作図とし

て表す。 
・作業計画を立案する。 ○製作・実装に必要な図をかき表すことが

できる。 
◇回路図・製作図 ○課題の解決策となる

災害時に役立つ製品

の構造や電気回路な

どを、使用場面など

の条件を踏まえて構

想し、使用部品を選

択したり、設計した

りすることができ

る。 
◇構想レポート ○自分なりの新し

い考え方や捉え

方によって、解決

策を構想しよう

としている。                    
○自らの問題解決

とその過程を振

り返り、よりよい

ものとなるよう

改善・修正しよう

としている。  9 ○設計に基づく合理的

な解決作業を決定で

きる。 
◇作業計画表 
◇作業記録カード 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

・安全・適切に製作・

実装を行い、製作品

の動作を点検し、必

要に応じて改善・修

正する。 ○安全・適切に製作・

実装することがで

き、製作品の動作点

検及び、調整等がで

きる。 
◇観察 
◇製作品  

18 ・完成した製作品につ

いて、発表し相互評

価する。  ○完成した製作品が設

定した課題を解決で

きるかを評価すると

ともに、設計や製作

の過程に対する改善

及び修正を考えるこ

とができる。 
◇完成レポート 
◇ポートフォリオ 

19 

20 

 

・これまでに学習した

内容を振り返る。 
・より安心・安全な社

会を構築するエネ

ルギー変換の技術

の在り方について

話し合い、自分の考

えを発表する。 ○これまでの学習と、

エネルギー変換の技

術が安心・安全な社

会の構築に果たす役

割や影響を踏まえ、

エネルギー変換の技

術の概念を説明でき

る。 
◇提言レポート ○より安心・安全な社

会の構築を目指し

て、エネルギー変換

の技術を評価し、適

切な管理・運用の仕

方や、改良の方向性

について提言でき

る。 
◇提言レポート ○より安心・安全な

社会の構築に向

けて、エネルギー

変換の技術を工

夫し創造してい

こうとしている。 
◇提言レポート  観点別の学習状況についての評価は、毎回の授業ではなく原則として単元や題材など内容や時

間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選するこ

とが重要です。  評価方法には様々なものがあり、目標の実現状況の把握だけでなく、観点の特質や評価に要す
る時間等の条件を踏まえて適切な方法を選択する必要があります。 

振り返りカード、構

想レポート、作業記

録カード、完成レポ

ート等と組み合わ

せて評価します。 

振り返りカード、設

計レポート、作業記

録カード、完成レポ

ート等と組み合わ

せて評価します。 

＜解決策の構想例＞ 
・停電したら自動点灯する照明を開発しよう。 
・地震の揺れを検知したらブザーや光で知らせるよう 
にすればよい。 
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（５）授業展開例＜第６時＞  ○本時の目標    生活や社会の中からエネルギー変換の技術と安心・安全に関わる問題を見いだして、災害
時に必要な課題を設定することができる。  

学習活動 ○主な発問 ・予想される生徒の反応 ◇評価方法 ■留意点等 
１ 本時のねらいを知る。           
２ 身近な生活や社会の中
から問題を見いだし、そ

の解決方法を考える。            
３ 製作する課題を設定す
る。       

４  本時の振り返りをす
る。 

○これまでの学習を生かして、この懐中

電灯をよりよく改良する方法を考えよ

う。 
・突然の停電や災害など、万が一のトラ

ブルの場合を考えると、改良すべき点

がみつかりそう。      
○地震や台風などの災害時にどのような

問題が起こるだろうか。 
・停電すると廊下が暗くて歩けない。 
・災害時に懐中電灯の電池が切れると使

えなくなる。 
○災害時の問題をどのように解決したら

よいか話し合おう。 
・停電したときに自動で点灯するライト

があるといい。 
・電池が切れても大丈夫なように、手回

し発電機と蓄電池があるといい。    
○問題を解決するためにどのような製品

を開発すればよいか考えよう。 
・停電すると部屋や廊下が暗くて困ると

いう問題を解決するために、停電時用

の照明を開発する。 
・電源が確保できなくても使える手回し

発電機のついた懐中電灯を開発する。  
・万が一のトラブルの際を想定したこと

で、普段気付かなかった問題を見いだ

すことができた。 
・材料と加工の技術の学習と同じように、

試作をしながら友達と話し合って、よ

り使いやすい製品になるよう工夫して

いきたい。  
■身近な電化製品を提示

することで、学習の見通

しをもつ。         
■エネルギー変換の技術

の見方・考え方を働かせ

て問題と解決方法を検

討させるために、問題発

見・課題設定シートを活

用したり、話合い活動を

取り入れたりする。        
◇問題解決のために、使用

場面と条件をもとに解

決に必要な機能と性能

を具体的に述べられて

いるかを評価する。 
【思考・判断・表現】 
（生徒の具体的な記述例） 
Ａ：停電したことを感知し

て点灯し、廊下を歩く

のに困らないような明

るさの照明 
Ｂ：停電したことを感知し

て自動で点灯する照明 
【Ｃの生徒への手立て】  身近な問題や解決事例
を具体的に示して、事例

を通じてエネルギー変

換の技術の見方・考え方

に気付かせる。  
身近な生活の中から問題を見いだし、非常時に役立つ製品を開発しよう。 
【10の視点】 

①魅力的な課題・教材の提示 

身近な電化製品（懐中電灯）を実際に示すことで、学習への見通しを

もたせます。 

【10の視点】 

④思考の整理 

 身近な生活や社会の問題やその解決方法について、多様な考えを参考

にすることで、非常時に役立つ製品開発という本時のねらいに迫ります。 
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中学校 技術・家庭（家庭分野） 

 

 

（１）目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭分野の目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この目標は、家庭分野で育成を目指す資質・能力を(1)「知識及び技能」、(2)「思考力、判断力、

表現力等」、(3)「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って示した。 

 

 

 

 

技術・家庭科（家庭分野）において育成を目指す資質・能力の整理 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

生活の自立に必要な家
族・家庭、衣食住、消費
や環境等についての基礎
的な理解と技能 
・家庭の基本的な機能及
び家族についての理解 

・幼児、高齢者について
の理解と技能 

・生活の自立に必要な衣
食住についての理解と
技能 

・消費生活や環境に配慮
したライフスタイルの
確立についての基礎的
な理解と技能 

家族・家庭や地域における生活の中から
問題を見出して課題を設定し、これから
の生活を展望して課題を解決する力 

 
・家族・家庭や地域における生活の中か
ら問題を見いだし、課題を設定する力 

・生活課題について他の生活事象と関連
付け、これからの生活を展望して多角
的に捉え、解決策を構想する力 

・実習や観察・実験、調査、交流活動の
結果等について、考察したことを根拠
や理由を明確にして、論理的に表現す
る力 

・他者の意見を聞き、自分の意見との相
違点や共通点を踏まえ、計画・実践等
について評価・改善する力 

家族や地域の人々と協働
し、よりよい生活の実現に
向けて、生活を工夫し創造
しようとする実践的な態度 
・家庭生活を支える一員と
して生活をよりよくしよう
とする態度 
・地域の人々と関わり、協
働しようとする態度 
・生活を楽しみ、豊かさを
味わおうとする態度 
・日本の生活文化を継承し
ようとする態度 
・将来の家庭生活や職業と
の関わりを見通して学習
に取り組もうとする態度 

１ 教育課程実施上のポイント 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に関す
る実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向
けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付
けるようにする。 

(2) 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しよう

とする実践的な態度を養う。 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活
動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。 

(1) 家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などに
ついて、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身
に付けるようにする。 

(2) 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策
を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これから
の生活を展望して課題を解決する力を養う。 

(3) 自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よ

りよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

家庭科において育成を目指す資質・能力は、生涯にわたって健康で豊かな生活を 

送るための自立に必要なものであり、実生活と関連を図った問題解決的な学習を効果 

的に取り入れ、三つの柱を相互に関連させることが重要である。 
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◯目標(2)に示されたような「家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現する」という学習過程を

通して、習得した「知識及び技能」を活用し、「思考力、判断力、表現力等」を育成することによ

り、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。 

 

 

 

 

 

 
※この学習過程は、生徒の状況や題材構成等に応じて異なることに留意する必要がある。 

※家庭や地域での実践についても一連の学習過程として位置付けることが考えられる。 

 

 

 

（２）実施上のポイント 

①改訂のポイント 

 ◯内容構成の改善 

➣小・中・高等学校の各内容の系統性を明確にし、各内容の接続が見えるように、「生活の
営みに係る見方・考え方」を踏まえて「Ａ家族・家庭生活」、「Ｂ衣食住の生活」、「Ｃ
消費生活・環境」の三つの内容に整理した。 

➣三つの内容について、学習内容を空間軸の視点から主に家庭と地域、時間軸の視点からこ
れからの生活を展望した現在の生活として整理した。 

➣資質・能力を育成する学習過程を踏まえ、各項目は原則として、指導事項ア（「知識及び
技能」の習得）と指導事項イ（「思考力・判断力・表現力等」の育成）で構成した。 

  ○Ａ(1)については、小学校家庭科の学習を踏まえ、家族・家庭の機能を扱うとともに中学校にお

ける学習の見通しを立てさせるためのガイダンスとして、第１学年の最初に履修させる。 

◯「生活の課題と実践」の一層の充実として、Ａ(4)、Ｂ(7)、Ｃ(3)として位置付け、３項目のう

ち１以上を選択し、他の内容と関連を図り、家庭や地域などで実践的な活動を行う。 

  ○社会の変化に対応した各内容の見直し 

   「Ａ家族・家庭生活」：少子高齢化の進展に対応し、幼児との触れ合い体験などを一層充実す

るとともに、高齢者など地域の人々と協働することに関する内容を新設。 

   「Ｂ衣食住の生活」：食育を一層推進するために食事の役割、栄養と献立、調理で内容を構成。

「ゆでる、いためる」に加え、「煮る、焼く、蒸す等」の調理方法を扱い、基礎的・基本的な

知識及び技能を確実に習得していく。グローバル化に対応して、日本の生活文化を継承するこ

との大切さに気付くように、和食、和服など、日本の伝統的な生活についても扱う。 

   「Ｃ消費生活・環境」：持続可能な社会の構築に対応して、自立した消費者を育成するため、

「計画的な金銭管理の必要性」、「消費者被害への対応」に関する内容を新設。消費生活や環

境に配慮したライフスタイルの確立の基礎となる内容とする。 

 

②主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業改善のポイント 
主体的な学び 

現在及び将来を見据えて、生活や社会の中から問題を見いだし課題を設定し、見

通しをもって解決に取り組むとともに、学習の過程を振り返って実践を評価・改

善して、新たな課題に主体的に取り組む態度を育む学び。 

対話的な学び 
他者と対話したり協働したりする中で、自らの考えを明確にし、広げ深める学

び。 

深い学び 

生徒が、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に向けた

解決策の検討、計画、実践、評価、改善といった一連の学習活動の中で、生活の

営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせながら課題の解決に向け

て自分の考えを構想したり、表現したりして、資質・能力を獲得する学び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 家庭編」P.65より 
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③見方・考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④移行措置について 
○全部又は一部について新学習指導要領によることができる。 

ただし、令和３年度の全面実施を見据え、令和元年度の第１学年の生徒に履修漏れが生じない
よう、令和元年度には３年間を見通した教育課程を編成しておく必要がある。 
 

（３）評価について 
①評価の観点及びその趣旨   【技術・家庭】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
生活と技術について理解してい

るとともに、それらに係る技能

を身に付けている。 

生活や社会の中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、

表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。 

よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて、課題の

解決に主体的に取り組んだり、

振り返って改善したりして、生

活を工夫し創造し、実践しよう

としている。 

 

【技術・家庭（家庭分野）】 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

家族・家庭の基本的な機能につ

いて理解を深め、生活の自立に

必要な家族・家庭、衣食住、消

費や環境などについて理解して

いるとともに、それらに係る技

能を身に付けている。 

これからの生活を展望し、家

族・家庭や地域における生活の

中から問題を見いだして課題を

設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したこと

を論理的に表現するなどして課

題を解決する力を身に付けてい

る。 

家族や地域の人々と協働し、よ

りよい生活の実現に向けて、課

題の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりし

て、生活を工夫し創造し、実践

しようとしている。 

 

 

 
②評価規準の作成について  
手順１ 「内容のまとまり」を確認する  

   

(例) 

Ｂ衣食

住の生

活 

（１）食事の役割と中学生の栄養の特徴 （５）生活を豊かにするための布を用いた製作 

（２）中学生に必要な栄養を満たす食事 （６）住居の機能と安全な住まい方 
（３）日常食の調理と地域の食文化 （７）衣食住の生活についての課題と実践 

（４）衣服の選択と手入れ   学習指導要領に示された技術・家庭科及び家庭分野の目標を踏まえて、観点別学習状況の

評価の対象とするものを整理し、「評価の観点及びその趣旨」が作成されています。 

※示された視点は全ての内
容に共通する視点であ
り、相互に関わり合う。 

※取り上げる内容や題材構
成等により、どの視点を
重視するのかを適切に定
めることが大切。 

※主として、捉える視点に
ついては、大きな丸で示
している。 

「内容のまとまり」とは、各教科等において、学習指導要領に示す内容の項目等をその
まとまりごとに細分化したり整理したりしたものです。 

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、
生活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工

 夫すること。
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手順２ 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する 
  【例】「Ｂ衣食住の生活」（４）衣服の選択と手入れ 
＜内容のまとまり＞ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
Ｂ(4)ア  

（ア）衣服と社会生活との関わりが
分かり、目的に応じた着用、個性
を生かす着用及び衣服の適切な選
択について理解すること。  
(イ)衣服の計画的な活用の必要
性、衣服の材料や状態に応じた日
常着の手入れについて理解し、適
切にできること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ(4)イ 

衣服の選択、材料や状態に

応じた日常着の手入れの仕

方を考え、工夫すること。 
 
 
 
 
 
 

※内容には、学びに向かう力、人間
性等について示されていないこと
から、該当分野の目標(3)を参考
にする。 

 
 

 

 
＜内容のまとまりごとの評価規準（例）＞ 

手順３ 「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』を具体化した例」を作成する 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・衣服と社会生活との関わりが 
分かり、目的に応じた着用、個性を
生かす着用及び衣服の適切な選択
について理解している。  

・衣服の計画的な活用の必要性、衣服
の材料や状態に応じた日常着の手
入れについて理解しているととも
に、適切にできる。 

これからの生活を展望し、衣
服の選択、材料や状態に応じ
た日常着の手入れの仕方につ
いて問題を見いだして課題を
設定し、解決策を構想し、実
践を評価・改善し、考察した
ことを論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に
付けている。 

よりよい生活の実現に向けて、衣服
の選択と手入れについて、課題の解
決に主体的に取り組んだり、振り返
って改善したりして、生活を工夫し
創造し、実践しようとしている。  
 

※必要に応じて分野別の評価の観点の趣

旨のうち「主体的に学習に取り組む態

度」に関わる部分を用いて作成する。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・衣服と社会生活との関わり

が分かり、目的に応じた着

用、個性を生かす着用及び

衣服の適切な選択について

理解している。 

・衣服の計画的な活用の必要 

性、衣服の材料や状態に応

じた日常着の手入れについ

て理解しているとともに、

適切にできる。（洗濯・補

修） 

 
 

・衣服の選択、材料や状態に応じた日常着

の手入れの仕方について、問題を見いだ

して課題を設定している。(洗濯・補修) 

・衣服の選択、材料や状態に応じた日常着

の手入れの仕方について、（実践に向け

た計画を）考え、工夫している。 

・衣服の選択、材料や状態に応じた日常着 

の手入れの仕方について、実践を評価し

たり、改善したりしている。 

・衣服の選択、材料や状態に応じた日常着
の手入れの仕方についての課題解決に向
けた一連の活動について、考察したこと
を根拠や理由を明確にして筋道を立てて
説明したり、発表したりしている。 

・衣服の選択、材料や状態に応

じた日常着の手入れの仕方に

ついて、課題の解決に主体的

に取り組もうとしている。 

・衣服の選択、材料や状態に応

じた日常着の手入れの仕方つ

いて、課題の解決に向けた一

連の活動を振り返って改善し

ようとしている。 

・よりよい衣生活の実現に向け
て、衣服の選択、材料や状態
に応じた日常着の手入れの仕
方ついて工夫し創造し、実践
しようとしている。 

※「Ａ家族・家庭生活」の（１）「自分の成長と家族・家庭生活」及び（４）「家族・家庭生活について
の課題と実践」、「Ｂ衣食住の生活」の（７）「衣食住の生活についての課題と実践」、「Ｃ消費生活・環境」
の（３）「消費生活・環境についての課題と実践」は、指導事項アのみで構成されている。Ａ（１）の評
価の観点については、「知識・技能」、Ａ（４）、Ｂ（７）、Ｃ（３）の評価の観点については、家庭や地
域などで実践を行い、課題を解決する力を養うことから、「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取
り組む態度」であることに留意する。 

【観点のポイント】 
指導事項イについて、その
文末を分野の評価の観点及
びその趣旨に基づき、「～
について問題を見いだして
課題を設定し、解決策を構
想し、実践を評価・改善
し、考えたことを論理的に
表現するなどして課題を解
決する力を身に付けてい
る」として、評価規準を作
成する。 

【観点のポイント】 
※指導事項アについて、その文末を
「～を（について）理解している」
「～を（について）理解している
ととともに、適切にできる」とし
て評価規準を作成する。 

※「Ａ家族・家庭生活」の（１）
については、その文末を「～に
気付いている」として、評価規
準を作成する。 

【観点のポイント】 
①粘り強さ（知識及び技能を獲得し
たり、思考力・判断力・表現力等を
身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組を行おうとする側面）、②
自らの学習の調整（その中で自らの
学習を調整しようとする側面）に加
え、③実践しようとする態度を含め
ることを基本とし、その文末を「～
について、課題の解決に向けて主体
的に取り組んだり(①)、振り返って
改善したり(②)して、生活を工夫
し、創出し、実践しようとしている
(③)」として、評価規準を作成す
る。 
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（１）題材名 我が家の防災対策         （第３学年）  
（２）題材の目標    ①自然災害に備えるための我が家の防災対策の中から問題を見いだして課題を設定し、解

決策を構想し、計画を立てて実践した結果を評価・改善し、考察したことを表現するな

どして課題を解決する力を身に付ける。  
②家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、自然災害に備えるための我

が家の防災対策について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したり

して、生活を工夫し創造し、家庭や地域などで実践しようとする。     
（３）題材の評価規準 
観

点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
評

価

規

準  ○自然災害に備えるための我が家

の防災対策の中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を

構想し、計画を立てて実践した

結果を評価・改善し、考察した

ことを論理的に表現するなどし

て課題を解決する力を身に付け

ている。  ○家族や地域の人々と協働し、よ

りよい生活の実現に向けて、自

然災害に備えるための我が家の

防災対策について、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、生活を

工夫し創造し、家庭や地域など

で実践しようとしている。  
（４）題材の指導計画（全４時間） 
小

題

材 時間 ねらい・学習活動 ○評価規準  ◇評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 
自
然
災
害
に
備
え
た
我
が
家
の
安
全
な
住
空
間          

１ ○自然災害に備えるための我が家の防災対

策の中から問題を見

いだして課題を設定

することができる。 
・自然災害における我が

家の問題点（危険個所）

を見いだし、課題を設

定する。    ○自然災害に備える 
ための我が家の防災

対策の中から問題を

見いだして課題を設

定している。  
◇計画・実践レポート       

○自然災害に備えるた

めの我が家の防災対

策に関する課題の解

決に主体的に取り組

もうとしている。  
◇ポートフォリオ  
◇行動観察 

２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導展開例 
この題材は、「Ｂ衣食住の生活」の(6)「住居の機能と安全な
住まい方」の学習を基礎とし、Ａ(3)「家族・家庭や地域と
の関わり」との関連を図ったＢ(7)「衣食住の生活について
の課題と実践」の住生活に関する題材です。 

Ｂの（７）「衣食住の生活についての課題と実践」における
「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」
の評価について具体的に示しています。 

＜課題設定の際の視点＞ 
・家の中  ・屋外の対策  ・避難経路の安全  
・避難所の備蓄品 など 

＜課題例＞ 
・我が家の防災対策（地震 
の避難経路）はどうしたら 
よいだろう   など 
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我
が
家
の
防
災
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

計
画)

 

          
２ ○「安全」「協力」などの視点から「我が家の防災

対策プロジェクト」の計
画を考え工夫することが
できる。 

・各自が「我が家の防災プ
ロジェクト」の計画を立
てる。  

・グループで発表し合い、
自分の計画を改善する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○自然災害に備えるため
の我が家の防災対策に
関する課題の解決に向
けて、よりよい生活を
考え、計画を工夫して
いる。 

◇計画・実践レポート  

◇行動観察  

◇相互評価 

○自然災害に備えるた
めの我が家の防災対
策に関する課題解決
に向けた一連の活動
を振り返って改善し
ようとしている。  

◇ポートフォリオ  

◇行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域での実践 

我
が
家
の
防
災
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
評
価
・
改
善
） 

          
３
・
４ 
（
本
時
）  ○「我が家の防災対策プロ

ジェクト」の実践につい
てまとめたり、筋道を立
てて説明したり、発表し
たりすることができる。  

・実践したことを計画・実
践レポートにまとめる。 

・グループごとに実践発表
会を行い、互いにアドバ
イスし合う。 

○「我が家の防災対策プロ
ジェクト」について、実
践した結果を評価・改善
するとともに、新たな課
題を見付け、次の実践に
取り組もうとすることが
できる。 

・他の生徒からの意見を踏
まえ、実践を評価し、改
善する。  

・よりよい生活にするため
に、自然災害に備えるた
めの我が家の防災対策に
ついての新たな課題を見
付け、次の実践に向けて
考えたことをまとめる。 

 ○自然災害に備えるため
の我が家の防災対策に
関する課題解決に向け
た一連の活動につい
て、考察したことを筋
道を立てて説明した
り、発表したりしてい
る。 

◇計画・実践レポート 

◇行動観察  

◇相互評価 

 

 

 

 

 

○自然災害に備えるため
の我が家の防災対策に
関する課題の解決に向
けて、家族や地域など
で実践した結果を評価
したり、改善したりし
ている。 

◇計画・実践レポート 

◇行動観察 

○更によりよい生活に
するために、自然災
害に備えるための我 

が家の防災対策に関
する新たな課題を見
付け、家庭や地域で
の次の実践に取り組
もうとしている。  

◇ポートフォリオ  

◇行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観点別の学習状況についての評価は、毎回の授業ではなく原則として単元や題材など内容や

時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選する

ことが重要です。 
 評価方法には様々なものがあり、目標の実現状況の把握だけでなく、観点の特質や評価に要す
る時間等の条件を踏まえて適切な方法を選択する必要があります。 

計画・実践レポートの記
述内容や行動観察から
評価します。 
※「十分満足できる」状
況の例 
課題解決に向け、今まで
学んだことを踏まえて
実践計画を考え、他の生
徒のアドバイスを参考
に、計画の改善点のポイ
ントを具体的に記述し
ていること。 

＜計画のポイント＞ 
・家の中、外回り  ・避難するとき   ・家族の意見 など 

計画・実践レポートの記述
の状況、実践発表会の発表
の様子などから評価しま
す。  

ポートフォリオの記述
内容や行動観察から評
価します。 
※「十分満足できる」状
況の例 
自己評価をし、他の生徒
のアドバイスを参考に
するだけでなく、自ら行
動し具体的な解決方法
を考え、計画に生かそう
としていること。 

ポートフォリオの記述内
容や行動観察から評価し
ます。 
※「十分満足できる」状況
の例 
家庭や地域での実践につ
いて、新たな課題を見付
けるとともに、改善に向
けた意欲だけでなく、こ
れからの活動についても
具体的に記述しているこ
と。 

計画・実践レポートの「今後
の改善策」の記述の内容か
ら評価します。 

131



（５）授業展開例＜第３・４時＞  ○小題材名 我が家の防災対策プロジェクト（評価・改善）  ○本時のねらい    自然災害に備えるための「我が家の防災対策プロジェクト」について、家庭や地域で実
践した結果や実践を評価・改善するとともに、新たな課題を見付け、次の実践に取り組も

うとする。 
学習活動 指導上の留意点 ◇評価場面・評価方法 

１ 本時の学習課題を確認し、
学習の見通しをもつ。     

２ 「我が家の防災対策プロジ
ェクト」の実践の成果と課題
についてまとめる。        

３ 「我が家の防災対策プロジ
ェクト」の実践をグループご
とで発表し、交流する。 

・発表内容について、よいとこ
ろ、アドバイスを付箋に記入
し、意見交流をする。  

４ ゲストティーチャー（防災
担当者・自治会長さん）の感
想や話を聞く。      

５ 「我が家の防災対策プロジェ
クト」の実践を振り返り、実
践した結果を評価したり、改
善したりする。  

・他の生徒からの意見やゲスト
ティーチャーの話をもとに改
善点をまとめる。  

・改善したことを交流し、今後
の生活に生かしたいことにつ
いて話し合う。      

６ 我が家の防災対策に関する
新たな課題を見付け、次の実
践に向けて考えたことをまと
める。 

○本時の学習課題と学習の進め
方を確認する。     

○発表に向けて、実践前の状況
と、具体的な実践内容について
振り返るようにする。        

○自分と他の生徒の実践を比較
し、 互いの実践のよいところ
やアドバイスを考えられるよ
う助言する。    

○ゲストティーチャーの感想や
話を踏まえて、各自の実践を振
り返るよう助言する。 

○地域との関わりについての自
分の考えを深めることができ
るようにする。  

○我が家の防災対策を更により
よくするための課題を明確に
するよう 助言する。 

○実践の交流により、様々な災害
対策についても考えられるよ
う助言する。           

○日常的に自然災害に備え、主体
的に取り組もうとする意欲を
高める。 

                   
◇思考・判断・表現 
【計画・実践レポート】 
【行動観察】 
【相互評価】      
◇思考・判断・表現 
【計画・実践レポート】 
【行動観察】                 
◇主体的に学習に取り組む
態度 

【ポートフォリオ】    
【行動観察】   

自然災害に備えるための「我が家の防災対策の実践プロジェクト」の
実践を交流し、これからの生活に生かそう 

実践について、発表する
場面 
実践した結果を評価し、
改善する場面 

これからの生活を展望す
る場面 

【10の視点】 

⑤説明・発表の場の機会の充実 

⑥学び合う活動の充実 

【10の視点】 

⑧学習を振り返る活動の設定 

家庭や地域での実践の様子をまとめ、他の生

徒に、考察したことを筋道を立てて説明した

り、発表したりできる機会を持ちましょう。

また、他の生徒の実践を聞いたり、アドバイ

スしたりすることで、より思考が深まりま 

学習した内容を生かし、よりよい生

活にするために、新たな課題を見つ

け、家庭や地域での次の実践に結び

付けていくことが重要です。 
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